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定 例 会 議 の 開 催 状 況 

 

１ 日 時 令和７年４月23日（水）午後１時15分～午後２時55分 

 

２ 出席者 斎藤委員長、櫻井委員、和田委員、逸見委員、山田委員 

            本部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、情報通信部長、警察学校長、首席監察官、組織犯罪対策本

部長 

説明補助者 

      公安委員会事務室長、けいさつ相談室長、留置管理課長、監察官室長、

交通規制課長、交通聴聞官、運転免許センターセンター長補佐 

 

３ 議題事項 

 (1) 令和７年度新潟県留置施設視察委員会委員の任命について 

留置管理課長から、「刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律等に

基づく留置施設視察委員会委員について、５月31日で１年間の任期が満了する

ことから、令和７年度の委員として関係団体から５人の推薦があった。」旨の説

明があり、審議の結果、原案どおり６月１日付けの任命を決定した。 

 

 (2) 交通規制の実施について 

   交通規制課長から、信号機の設置１件、廃止13件について説明があり、審議

の結果、原案どおり決定した。 

 

   委員から、「糸魚川市内の国道における押ボタン式信号機の廃止については、

道路幅が広く車両がスピードを出しやすい道路に設置された信号機であるが、

廃止はどのような理由からか。」旨の質問があり、交通規制課長から、「交通環

境の変化に伴い、利用実態が減少したことから廃止する。」旨の説明があった。 

  

   委員から、「信号機廃止理由の一つには、信号機のない横断歩道における車両

の停止が浸透してきたこともあるのか。」旨の質問があり、交通規制課長から、

「交通安全広報や交通取締りの効果により、信号機のない横断歩道における車

両の停止率が向上していることも間接的な廃止理由の一つと考えている。」旨

の説明があり、委員から、「ドライバーのマナーが向上していることは良いこ

とだと思う。」旨の発言があった。 

 

   委員から、「地域住民からの廃止要望に基づいて廃止している信号機はある

のか。」旨の質問があり、交通規制課長から、「信号待ちの時間が長いことから

廃止してほしいという要望があり廃止した信号機はあるが、廃止要望は少な

い。」旨の説明があり、委員から、「交通の安全と円滑を確保するためには、地

域の交通状況をよく把握している地域住民からの要望を募ることも一つの手

段だと思う。」旨の発言があった。 
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   委員から、「新規に信号機を設置する交差点について、どのような事故が多く

発生していたのか。」旨の質問があり、交通規制課長から、「出会い頭事故が７

件発生しており、交差点の安全対策のため定周期式信号機を設置する。」旨の

説明があった。 

 

委員から、「適切な場所に信号機を設置し規制することは、安全な交通の確

保につながると思う。」旨の発言があった。 

 

 (3) 運転免許関係の意見聴取等について 

   交通聴聞官から、運転免許取消対象事案22件について、事案内容及び意見聴

取等結果の説明があり、審議の結果、取消し22件の行政処分を決定した。 

 

４ 報告事項 

 (1) 警察あて苦情の受理及び処理状況について（令和７年３月末現在） 

けいさつ相談室長から、令和６年及び令和７年３月末現在までの警察あて苦

情の受理及び処理状況について報告があった。 

 

   委員から、「不適切な事例は、再発しないように指導を徹底していただきた

い。」旨の発言があった。 

 

 (2) 公安委員会宛て審査請求の受理について 

公安委員会事務室長から、公安委員会宛てに提出された行政文書部分公開決

定処分に対する審査請求について報告があった。 

 

(3) 令和７年１月から３月までの監督上の措置の実施状況について 

  監察官室長から、令和７年１月から３月までの監督上の措置の実施状況につ

いて報告があった。 

  

 (4) 春の全国交通安全運動期間中の交通事故発生状況について 

交通部長から、春の全国交通安全運動期間中の交通事故発生状況について、

資料に基づき報告があった。 

 

委員から、「交通事故ゼロの呼び掛け広報で十日町署がベーグルパンを配布

しているが、配布したパンはどのように確保したのか。」旨の質問があり、交

通部長から、「期間中に配布した物は主に各地区の交通安全協会が用意してお

り、ベーグルパンは十日町地区交通安全協会が用意したものである。」旨の説

明があった。 

 

委員から、「交通事故の発生が減少している状況であり、今後も継続して交通

事故防止に努めていただきたい。」旨の発言があった。 

 

(5) 新潟港危機管理コアメンバー会議の開催について 
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警備部長から、新潟港危機管理コアメンバー会議の開催について、資料に基

づき報告があった。 

 

委員から、「新潟港は国際港であり、各機関と定期的な会議を実施することで

連携を図り、港湾の危機管理体制を強化することは非常に重要なことだと思

う。」旨の発言があった。 

 

５ その他 

 (1) 県下警察署長会議の開催について 

   本部長から、「４月18日に開催した県下警察署長会議では、今年度の課題につ

いて検討することができた。それぞれの課題に対し取組を進めてまいりたい。」

旨の発言があった。 

    

 

 


